



























Political Ecology of “Cormorant Fishing” : Change of “Cormorant Fishing” 
















































































































































































湖北省）では 250～400 元／オス 1羽，60～120 元／メス 1羽である。一方，遠い地域（四川省や















鄱陽湖での漁業を専業とする。彼らはすべて漢族であり，平均年齢は 36.4 歳，平均漁業歴は 26.6
年である。W村の鵜飼い漁師たちが利用するウはすべてシナカワウ（Phalacrocorax carbo sinensis）
である。W村には，計 925 羽（オス 661 羽，メス 264 羽）のウが所有され，その平均年齢は 3.3 才






















































江西省鄱陽湖は，北緯 28 度 11 分‒29 度 51 分，東経 115 度 49 分‒116 度 46 分に位置する中国最




ら鄱陽湖に流れ込む水量は，年間 1,210 × 108m3 である［朱　1997］。このなかで贛江から流れ込む
水量が最も多く，流入水量全体の 54.6％である。また，季節別では，4月から 7月にかけての流入
水量が最も多く，この時期の水量は年間流入水量の 66％である［閔　1993］。一方，鄱陽湖の水は，






この鄱陽湖では，1980 年代以前に 23 科 117 種，1980 年代に 21 科 103 種の淡水魚が確認されて
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いた［郭　1963，張 1986，郭・劉　1995］。その内訳は，コイ科が最も多く 71 種，そのほかギギ科
12 種，ドジョウ科 9種などである。その後，1997 年から 2000 年にかけて魚類生息調査が実施され
たが，この調査で確認された魚類は20科 101種であった［張・李　2007］。その内訳は，コイ科55種，




2006 年度，著者はウが採食した魚類を調査した。その結果，12 科 54 種の魚類を確認した。その








68,437t であった［農業部漁業局　2006］。この値は，2004 年度の漁獲量（61,001t）に比べ，約 12％
増加している。また，5つの県の養殖魚の出荷量は，2006 年度 285,917t であり，内水面漁獲量合




































698.7km2 であった。その後，2006 年にはその水域が 210.2km2 にまで減少していることがわかった。














図 3　 Ｗ村周辺の漁場の変化 
（左：1989 年，右：2006 年） 


















































村では，人民公社の解体後，44～46 世帯が鵜飼い漁に従事していた。その後，1980 年代には 40～
43 世帯，1990 年代には 36～38 世帯が鵜飼い漁に従事していた。その後，2004 年には 35 世帯（男
性 63 人，女性 21 人），2005 年には 36 世帯（男性 64 人，女性 22 人），2006 年には 39 世帯（男性
68 人，女性 25 人），2007 年には 40 世帯（男性 69 人，女性 26 人）が鵜飼い漁に従事している。W





















































































～50m 50～100m 100m～ 湖岸 その他
ダンガン（N＝14） 10 1 － 3 －
フォ（N＝21） － 3 13 2 3
注）　データは 2006 年 6 月 11 日から 8月 31 日の間に行われたダンガン 14 回，フォ 21 回分。
この表で重要な点は，ダンガンとフォで利用される漁場が異なる点である。すなわち，ダンガン
が行われる漁場は川幅の狭い河川やクリークが多く，フォは川幅の広い河川で多く行われる。ダン
ガンが行われた 14 回のなかで，川幅が 50m以下の河川で計 10 回（71％），湖岸で計 3回（22％），
川幅が 50～100m の河川で 1回（7％）行われた。その一方，川幅が 100m以上の河川では行われ
なかった。フォが行われた 21 回のなかで，川幅 100m 以上の河川で計 13 回（62％），川幅 50～













が 20.9％，ヒラウオ（Parabramis pekinensis）が 7.4％，カワヒラ（Culter Alburnus）が 6.1％，カ
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ワイワシ（Hemiculter bleekeri）が 5.2％，ソウギョ（Ctenopharyngodon idella）が 1.3％，その他が 4.2％
であった。フォでは，マナマズが 8.9％，ハゲギギが 2.6％，コイが 66.7％，ヒラウオが 3.2％，カ



















ゴ属 Pseudorasbora sp. やタナゴ属 Rhodeus sp. のなかま）は，1999 年より 1～1.5 元／500g の単価
で養殖業者が買い取るようになった。養殖業者は，日々，淡水魚を細かくひいたものを養殖魚にエ
サとして与える。毎日，新鮮な淡水魚を必要とする彼らは，鵜飼い漁師などから定期的に漁獲物を










































人あたりの平均利益は 71.7 元，出漁一回あたりの最大利益は 231 元，最小は 0元，利益の偏差は








































移動 準備 漁獲 休息 選別 販売 分配 世話 計
ダンガン（N＝7days） 281.2 16.9 195.6 39.2 20.1 57.4 10.3 12.4 633.1
フォ（N＝21days） 129.9 18.3 354.6 48.9 24.3 42.8 12.1 12.9 643.8
ttest p<0.05 p<0.05
注）　W村を拠点とする世帯を対象に毎日無作為に3世帯を抽出し，彼らの活動内容と所要時間を記録した。データは，
ダンガンが 2006 年 6 月 21 日からの 7日分，2009 年 7 月 13 日からの 7日分（計 14 日間）の記録，フォは 2006 年 7
月 5 日から 7日分，2006 年 8 月 4 日から 7日分（計 14 日間）の記録を使用した。
ここで重要な点は，ダンガンとフォで移動と漁獲に費やされる時間に違いがみられる点である。
ダンガンが行われた場合，総操業時間は 633.1 分であるが，そのなかで移動には 281.2 分（全体の
44.4％），漁獲活動には 195.6 分（全体の 30.9％）費やされた。一方，フォが行われた場合，総操業
時間は 643.8 分であるが，そのなかで移動には 129.9 分（全体の 20.1％），漁獲には 354.6 分（全体

























移動 準備 漁獲 休息 選別 販売 分配 世話
ダンガン（N＝7days） 1.47 2.23 4.18 1.35 2.51 3.39 2.11 2.41
フォ（N＝7days） 1.72 2.37 4.69 1.49 2.91 3.51 2.19 2.36
ttest
注）　調査の対象は，調査協力が得られたW村のFlb 氏（1979 年生，165cm，55.5kg）である。調査では，彼に加速
度計を装着し起床から就寝までの活動量を測定した。データは，2009 年 7 月 4 日から 18 日，2009 年 8 月 8 日から
25 日の間に行われたダンガン 7日間，フォ 7日間の記録を使用した。値は作業時間内における平均値である。
表 5　出漁一回あたりの総身体活動量（METs・min.）
移動 準備 漁獲 休息 選別 販売 分配 世話 計
ダンガン（N＝7days） 413.3 37.6 817.6 52.9 50.4 194.5 21.7 29.8 1617.8
フォ（N＝7days） 223.4 43.3 1663.1 72.8 70.7 150.2 26.4 30.4 2280.3




























































































































































































（ 7）――調査では R鎮W村の F家を対象とした。F家
の事例はW村のほかの鵜飼い漁師の事例からみても特
別なものではない。
（ 8）――データは，2006 年 8～9 月及び 2009 年 7 月調
査時にW村の F家を含む三世帯を対象とし，ダンガン





が激しい活動である［Ainsworth et al. 2000］。本研究で
は， 携帯型 3次元加速度計であるオムロン活動計Active 
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Political Ecology of  “Cormorant Fishing” : Change of  “Cormorant 
Fishing” under the Decrease of Fishing Area in the Lake Poyang, China
UDA Shuhei
In this article, the example of cormorant fishing in Poyang Lake in Jiangxi Province, in the middle 
reaches of the Chang Jiang, is considered. In this example, the area of fishing ground was reduced af-
ter implementation of the production subcontract system. This article examines how the fishermen 
addressed the situation and what changes occurred in cormorant fishing due to their actions.
In the survey, first, the area of the body of water was measured by RS （remote sensing） technolo-
gy. The result showed that the area of the body of water where cormorant fishermen can operate has 
decreased by 76.4% in the past 15 years. Under the circumstances, the fishermen facing a decrease in 
the fishing area started collective fishing in the wide rivers and developed a system of selling fish such 
as carp and culter, which can be caught in large quantities, to smoked fish processors and fish culture 
dealers. As a result, in the cormorant fishing, （1） since the fish caught can be sold to specified deal-
ers, the income was relatively stable, （2） since collective fishing is conducted in the rivers around the 
fishing villages, time spent on transportation in a series of operations became shorter than before and 
on the other hand, time spent on fishing （work of actually catching fish using cormorants） became 
longer, （3） since the time spent on fishing work requiring greater active strength increased, bodily ac-
tivities per fishing session increased. Finally, a consideration of the mechanism of fishermen’s actions 
against changes in the fishing ground environment is given. 
Key words: cormorant fishing, production subcontract system, livelihood technology, Poyang Lake
